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誰誰刮眼皐椋私菜穀朗i
　　｢看護婦になって難民のために尽くしたい｣－。内戦のためカンボジアを離れ

13歳で来日、岡山市内の老人保健施設で介護の仕事をしながら勉強を続けていた

カンボジア難民クン・ダビーさん(22)==岡山市楢津＝=がこのほど、看護学校に合

格した。県下の看護学校で難民が合格したのは初めて。
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仕
事
の
傍
ら
猛
勉
学

　
プ
ノ
ン
ベ
ン
出
身
の
ダ
ビ
ー

さ
ん
は
本
国
の
内
戦
激
化
に
と

も
な
い
九
歳
の
時
、
父
ク
ン
今

ワ
ン
さ
ん
（
五
一
）
ら
と
と
も
に
タ

イ
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
ヘ
。
キ
ャ

ン
プ
で
知
り
合
っ
た
日
本
人
の

勧
め
で
、
日
本
へ
の
定
住
を
希

望
し
昭
和
五
十
八
年
、
サ
ワ
ン

さ
ん
と
継
母
デ
ィ
ウ
・
ブ
ン
さ

ん
（
三
〇
）
の
三
人
で
来
日
し
た
。

　
一
家
は
神
奈
川
県
大
和
市
の

難
民
定
住
促
進
セ
ン
タ
ー
に
入

り
、
三
ヵ
月
聞
日
常
会
話
を
勉

強
。
ダ
ビ
ー
さ
ん
は
地
元
の
小

学
校
に
編
入
し
て
日
本
語
の
勉

強
を
続
け
、
昭
和
六
十
三
年
、

看護婦へ胸を膨らませながら、お

年寄りの介護に励むダビーさん

横
浜
市
の
公
立
定
時
制
高
校
に
。

合
格
し
た
。

　
ダ
ビ
ー
さ
ん
の
夢
は
音
読

婦
。
タ
イ
ヘ
逃
げ
る
途
中
銃
弾

に
倒
れ
息
絶
え
る
人
や
、
キ
ャ

ン
プ
で
多
数
の
負
傷
者
、
病

人
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

看
護
婦
に
な
る
こ
と
を
決
意

し
た
。

　
昼
間
は
病
院
で
看
護
助
手
と

し
て
働
き
な
が
ら
、
高
校
に
通

い
、
昨
年
三
月
卒
業
。
セ
ン
タ

ー
で
知
り
合
っ
た
ア
ジ
ア
医
師

連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
＝
本

部
・
岡
山
市
楢
津
、
菅
波
内
科

医
院
内
）
関
係
者
の
紹
介
で
、

菅
波
茂
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表
が
院

長
を
務
め
る
老
人
呆
殖
宛
投
す

こ
や
か
苑
（
同
所
）
で
、
介
護

職
員
と
し
て
働
い
て
い
る
。

　
ダ
ビ
ー
さ
ん
は
こ
の
Ｉ
‘
年
、

昼
勤
、
夜
勤
の
合
間
を
縫
っ
て

看
護
学
校
入
学
の
た
め
受
験
勉

強
。
今
年
に
な
っ
て
か
ら
、
同

僚
に
苦
手
の
漢
字
の
書
き
取
り

や
文
章
解
釈
の
特
訓
を
受
け
こ

の
ほ
ど
、
念
願
か
な
っ
て
高
梁

祉
護
高
等
専
修
学
校
（
高
梁
市

内
町
）
に
合
格
し
た
。

　
ダ
ビ
ー
さ
ん
は
「
看
護
婦
に

な
る
夢
に
一
歩
近
付
く
こ
と
が

で
き
、
本
当
に
う
れ
し
い
。
将

来
は
ア
ジ
ア
各
地
の
難
民
キ
ャ

ン
プ
で
医
療
支
援
に
携
わ
り
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。


	page1

